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内 容

１．津波による橋梁構造物の被害状況

・コンクリート橋梁（鉄道橋、道路橋）

ＰＣ桁橋およびＲＣ桁橋

・鋼橋（道路橋）

鈑桁橋、トラス橋

２．今後の検討課題



コンクリート鉄道橋（ＪＲ気仙沼線）
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海側から



橋台と橋脚
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海側に落ちた桁



鋼桁の道路橋（小泉大橋）

鋼桁が上
流３５０ｍ
程度流さ
れた



津谷川の堤防





落橋防止装置



落ちた上部工を探す

河口



上流３５０ｍほど
のところにあった
鋼桁



コンクリート鉄道橋

RCおよびPC桁

津谷川に架かっ
ていたもので、
小泉大橋の上流
にある。



下流側
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落ちた桁



下流側
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津波の想定高さ



軸方向鉄筋は降伏後
破断している



下流
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橋脚の破壊



落ちたPC桁





コンクリート道路橋（歌津大橋）

PC桁





落ちたPC桁



ちぎれた落橋防止装置



落ちた床版付き桁



鋼トラス道路橋（新北上大橋）

７径間のうち左岸
側の２径間のトラ
ス上部工が落ち、
上流へ５００ｍほ
ど流された



流失した左岸の２径間



橋に掛ったもの



落橋部の橋脚



ちぎれた上弦材



流されたトラス



今後の検討課題

河口付近にあっても流されていない

コンクリート橋も多数ある。津波の

解析と併せて、橋に加わった力を推

定する必要がある。



ご清聴ありがとうございました。


